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本
誌　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
っ
て
世
界
の
動
き
は
日

本
、
そ
し
て
北
海
道
に
即
、

影
響
を
与
え
る
。
だ
か
ら
、

国
際
情
勢
か
ら
予
想
し
よ

う
。
22
年
の
焦
点
も
米
中

か
。

Ａ　

コ
ロ
ナ
か
ら
の
「
出

口
戦
略
」
と
い
う
点
で
、

米
国
の
ス
ピ
ー
ド
が
図
抜

け
て
い
る
。
自
国
の
フ
ァ

イ
ザ
ー
や
モ
デ
ル
ナ
の
ワ

ク
チ
ン
が
普
及
し
、
経
口

薬
も
開
発
。「
日
常
」
が

戻
り
つ
つ
あ
る
。
落
ち
込

ん
だ
内
需
を
テ
コ
入
れ
す

る
１
１
０
兆
円
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
決
ま
り
、
別
の

巨
額
投
資
も
準
備
中
だ
。

Ｃ　

そ
の
反
動
で
景
気
が

過
熱
。
物
価
も
上
が
っ
て

イ
ン
フ
レ
懸
念
も
出
始
め

た
。
そ
れ
で
、
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
２
年
前
か
ら
始

め
た
金
融
緩
和
の
縮
小
を

決
め
た
。
次
は
ゼ
ロ
金
利

の
見
直
し
だ
。

Ｂ　

金
利
上
げ
は
資
金
が

米
国
に
還
流
し
、
新
興
国

の
通
貨
危
機
を
招
き
か
ね

な
い
。
日
本
で
も
小
麦
や

原
油
な
ど
が
値
上
が
り
し
、

影
響
は
大
き
い
。
だ
が
、

自
国
優
先
は
米
国
の
流
儀
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
次
第
だ
が
、

米
国
経
済
を
正
常
化
さ
せ

る
た
め
な
ら
、
国
際
経
済

が
多
少
混
乱
し
て
も
ゼ
ロ

金
利
を
解
除
す
る
。

Ａ　

一
方
で
、
バ
イ
デ
ン

大
統
領
は
ア
フ
ガ
ン
撤
退

の
失
敗
で
支
持
率
を
下
げ

た
。
22
年
11
月
に
は
下
院

全
体
と
上
院
の
一
部
を
入

れ
替
え
る
中
間
選
挙
も
控

え
る
。
こ
こ
は
批
判
を
か

わ
す
た
め
、
対
中
国
強
硬

路
線
を
い
っ
そ
う
強
め
る

の
で
は
な
い
か
。

Ｄ　

年
明
け
の
北
京
冬
季

五
輪
に
つ
い
て
「
外
交
的

ボ
イ
コ
ッ
ト
」
を
言
い
出

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
の
影
響
が
強
い
共
和
党

は
対
中
強
硬
で
人
気
が
底

堅
い
。
民
主
党
も
中
国
へ

強
気
に
出
ざ
る
を
得
な
い
。

る
。
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３

割
を
占
め
る
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
を

足
場
に
、
中
国
は
経
済
力

で
米
国
を
抜
こ
う
と
し
て

い
る
。

Ａ　

た
だ
、
不
動
産
大
手

「
恒
大
集
団
」
の
経
営
危

機
で
バ
ブ
ル
崩
壊
の
兆
し

が
あ
る
。
少
子
化
も
深
刻

だ
。
20
年
の
出
生
数
は
１

２
０
０
万
人
。
４
年
前
に

比
べ
６
０
０
万
人
近
く
減

っ
た
。
人
口
増
に
よ
る
成

長
は
、
も
う
見
込
め
な
い
。

国
民
格
差
も
大
き
い
。

Ｄ　

内
部
に
難
題
を
抱
え

れ
ば
、
国
民
の
目
を
そ
ら

す
た
め
、
外
に
打
っ
て
出

る
、
と
い
う
の
が
中
国
流
。

途
上
国
を
借
金
漬
け
に
し

て
進
出
す
る「
一
帯
一
路
」

を
進
め
、
台
湾
統
一
の
動

き
も
強
め
る
だ
ろ
う
。

本
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米
国
は
中
国
に
ど

う
対
抗
し
て
い
く
の
か
。

Ｃ　

日
米
豪
印
４
ヵ
国
は

■
焦
点
は
米
中
の
動
き
に
…

本
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対
す
る
中
国
は
ど

う
す
る
つ
も
り
？
。

Ｂ　

中
国
は
強
権
で
コ
ロ

ナ
を
封
じ
込
め
た
。
習
近

平
は
22
年
秋
の
共
産
党
大

会
で
、
総
書
記
３
期
目
に

入
る
。
習
は
政
敵
を
次
々

に
排
除
し
、
21
年
11
月
の

党
中
央
委
総
会
で
は
毛
沢

東
と
鄧
小
平
し
か
や
っ
て

い
な
い
歴
史
決
議
も
行
い
、

箔
を
つ
け
た
。
長
期
１
強

体
制
の
「
入
口
」
だ
。

Ｃ　

経
済
も
成
長
率
は
鈍

化
し
た
も
の
の
、
依
然
、

巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
年
明

け
に
は
日
本
、
韓
国
、
東

南
ア
ジ
ア
の
15
ヵ
国
で
作

る
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
が
ス
タ
ー
ト
す

■
一
強
体
制
の「
入
口
」

▲バイデン米大統領

▲習近平中国総書記

コ
ロ
ナ
か
ら

　
の 「
出
口
」、そ
し
て

本
誌
吉
例
マ
ス
コ
ミ

一
線
記
者
オ
　
ン

ラ
イ
ン

夢
談
義

新
た
な
展
開
の「
入
口
」は
…

特
集　

お
よ
そ
２
年
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
も
、
死
者

が
減
っ
て
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め
た
。
ま

だ
、南
ア
フ
リ
カ
由
来
の
新
た
な
変
異
株
「
オ

ミ
ク
ロ
ン
」
で
感
染
再
拡
大
の
恐
れ
も
あ
っ

て
予
断
を
許
さ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
各
国
で

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
傷
ん
だ
経
済
の
立
て
直

し
が
進
む
。
災
厄
の
「
出
口
」
が
見
え
出
す

と
、
次
な
る
展
開
の
「
入
口
」
も
視
野
に
入

っ
て
く
る
。
た
だ
、
移
行
期
で
は
思
惑
や
利

害
が
絡
み
合
い
、
停
滞
の
「
踊
り
場
」
も
つ

き
も
の
だ
。
ウ
イ
ル
ス
と
イ
タ
チ
ご
っ
こ
が

続
く
中
、
迎
え
る
２
０
２
２
年
。
世
界
、
日
本
、

そ
し
て
北
海
道
は
―
。「
出
口
」「
入
口
」「
踊

り
場
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
一
線
記
者
４
人

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
展
望
し
て
も
ら
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
、
12
月
３
日
現
在
）
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